
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【アルミ缶回収の取組】 

 ・PTA 事業として地域の人へもよびかけ、アルミ缶回収を行う。 

  （７月、11 月） 

 ・常時アルミ缶回収ボックスを設置する。 

 

 アルミ缶回収日    

  学校からアルミ缶回収の案内を配布し、当日、地区に出していた

だいているアルミ缶を地区担当の保護者が回収にまわり、学校へ搬

入をする。学校で保護者、職員、近所の有志児童などで手分けをし、

業者の用意したボックスへ入れる。その際、スチール缶を取り除い

たり、アルミ缶を潰したり、リサイクルしやすくなるようにした。 

アルミ缶回収ボックス   

・だれでも持ち込みやすくするため、校門付近に設置をしている。 

・回収ボックスがいっぱいになると、業者へ依頼し取りに来ても  

らう。 

 

【成果〇と課題●】 

〇地域の方と一緒に、アルミ缶回収に取り組むことで、より多く

のアルミ缶を集めることができた。 

〇常時アルミ缶回収ボックスを設置することで、職員も意識する 

 ことができる。 

〇学校だよりで、リサイクルで得た収益を報告することで、地域

の人へアルミ缶回収が学校のために役立っていることを報告

することができた。 

 

●児童発信の活動につながらなかった。 

 

【今後の展開】 

 今後も、アルミ缶回収を継続して行っていく。 

より多くのアルミ缶回収を行うために、アルミ缶

回収日前に、地域の人だけでなく、保護者や児童

へよりわかりやすいチラシを配布できるとよい

のではないかと考える。 

学校名 

 住 所 

 電話番号 

 E-mail 

東近江市立布引小学校 

東近江市今堀町581-10 

0748-23-5840 

nunosho@higashiomi.ed.jp 

 

活動テーマ 

 アルミ缶回収で CO₂削減をはかろう！ 

令和５年度 
「わたしがやります！ 
学校CO2ネットゼロ」 

活動報告書 

取組の概要について 

CO₂削減について調べていく中で、アルミニウムは製造過程で大量の電力量が必要であることがわ

かり、その一方で、リサイクル効率が高くペットボトルよりリサイクルコストが安価であることがわかった。

そこで、アルミ缶リサイクルをより積極的に行うことで、CO₂削減につながると考えた。 

(様式３) 

〈学校だより〉 


